
15Proc. Arthropod. Embryol. Soc. Jpn. 57, 15–16 (2026)
Ⓒ 2026 Arthropodan Embryological Society of Japan
ISSN print 1341-1527  online 2759-2065

ナミコムカデ Hanseniella caldaria の卵巣構造に関する研究
（多足亜門・コムカデ綱・ナミコムカデ科）

松岡　茜音・福井　眞生子

Akane MATSUOKA and Makiko FUKUI: Ovarian structures of Hanseniella caldaria 
(Myriapoda: Symphyla, Scutigerellidae)＊

Graduate School of Science and Engineering, Ehime University, Bunkyo-cho 2–5, Matsuyama, Ehime 790–8577, Japan
Corresponding authors: AM (n812010c@mails.cc.ehime-u.ac.jp); FM (fukui.makiko.me@ehime-u.ac.jp)

https://doi.org/10.60372/paesj.57.0_15

　陸上進出を果たした節足動物各群は、変化の激しい陸
上環境への適応のため、それぞれ独自の卵保護様式を
もっている。中でも、最も多様化に成功した六脚亜門は、
濾胞細胞由来の二次卵膜である卵殻や、濾胞細胞を鋳型
とした複雑な卵殻構造を獲得することにより、母虫に依
存しない卵の保護を確立してきた（Zeh et al. 1989）。こ
れに対し、多足亜門の卵膜は卵由来の一次卵膜である卵
黄膜のみであり、母虫による抱卵などの保護行動を発達
させてきた（Anderson 1973）。このような多足亜門内に
あって、コムカデ綱は例外的に規則的なひだ状の突出構
造を示す外卵膜と平滑な内卵膜からなる二重の卵膜をも
つ。外卵膜の突出構造は、土壌などの基質と卵の接触面
を最小限とし、微生物による影響を低減すると考えられ、
実際、コムカデ綱の母虫はムカデ綱にみられるような抱
卵を行わず、その卵保護は卵塊に寄り添うのみの簡単な
ものである（Brunhuber 1970; Biliński 1981）。以上のよ
うに、コムカデ綱の外卵膜は卵の保護や母虫の生殖戦略
において重要な役割を果たしている可能性がある。
　コムカデ綱の二重の卵膜の起源について、Biliński
（1981）は組織学的検討から、内卵膜を他の多足類と同
様に卵由来の一次卵膜、外卵膜を濾胞細胞により分泌さ
れた卵殻、すなわち二次卵膜であるとした。一方、 
Yahata et al.（2018）は、ナミコムカデHanseniella caldaria
の卵母細胞が成熟過程において卵巣外にあり、濾胞細胞
と卵母細胞の間は濾胞上皮の基底膜により隔てられるこ
とを明らかにした。したがって、Biliński（1981）の「外
卵膜は濾胞細胞により直接卵表に分泌される」との見解
には検証が必要となる。また、それまで卵巣外で発達を
続けてきた成熟卵が、産卵に先だって卵巣内に移行する
過程についても詳細は明らかになっていない
（Kubrakiewicz 1991; Edgecombe 2010; Miyachi and 

Yahata 2012; Yahata et al. 2018）。
　以上のような背景から、本研究ではコムカデ綱の卵膜
の起源と排卵過程の解明を目的として、ナミコムカデを
用いた組織学的検討を行った。

　2024年 4–5月に採集を行い、飼育下での産卵を確認
後、1 日おきに飼育ケース内の雌個体を固定することに
より、様々な卵成熟段階の試料を確保した。また、産卵
直前の卵巣形態の観察のため、産卵中の雌個体の固定を
行った。固定した雌の第 4 胴節以降を 1 胴節ごとに切断
し、切断面の実体顕微鏡観察ののち、メタクリル系樹脂
に包埋、薄切した。
　各胴節の組織学的観察を行った結果、雌の第 10–12胴
節で成熟した卵母細胞が観察された。まず、卵形成後期
に好エオシン性の外卵膜が産生され、卵の成熟とともに
肥厚し産卵直前期には厚さ 4.5 µm となる。やがて産卵
直前になると、この好エオシン性の外卵膜を裏打ちする
ように、好ファストグリーン性の厚さ 0.5 µm ほどの内
卵膜が産生される。ナミコムカデの産下卵を観察した青
木（2019）は、外卵膜および内卵膜はそれぞれ好エオシ
ン性、好ファストグリーン性と記載している。
　今回の観察から、ナミコムカデの内卵膜は、外卵膜の
形成後、その直下に形成されることから、卵由来の一次
卵膜と理解される。さらに、Yahata et al.（2018）によ
れば、外卵膜の形成時期で、1）濾胞細胞の肥厚がみら
れないこと、2）濾胞細胞と卵母細胞が基底膜で隔てら
れていることから、外卵膜も濾胞細胞由来ではなく、卵
母細胞由来の一次卵膜とみなすのが妥当である。また、
今回、産卵直前個体の濾胞において、卵母細胞を取り囲
んでいた濾胞上皮の崩壊が観察された。このことは重要
で、それまで濾胞細胞で隔たれてトポロジカルに卵巣外
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にあった卵母細胞が、卵巣内に移動したと理解できるこ
とになる。今後は、透過型電子顕微鏡観察を用いた微細
構造観察により、外卵膜の細胞学的起源や立体構造の形
成機構を解明するとともに、排卵プロセスについても詳
細な検討を行い、コムカデ綱における生殖様式の進化的
理解を進めていきたい。
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